
Ａ　面 数　学 　〔Ｃ問題〕　　 （ 一 般 入 学 者 選 抜 ）

（　　1　　）

1  　次の問いに答えなさい。

⑴　 2x － 3y4 ＋ x ＋ 4y
6 　を計算しなさい。

⑵　（1＋ 6  ）2 － 8 ＋ 10 3 
2 

　を計算しなさい。

⑶ 　二次方程式　（ x －7 ）2 － 4 （ x －7 ）＝ 0　を解きなさい。

⑷ 　a、b を定数とする。関数 y＝－ 14 x
2 について、xの変域が－ 6≦ x ≦ a のときの yの変域が

－ 16 ≦ y≦ bであるとき、a、bの値をそれぞれ求めなさい。

⑸ 　xを有理数とする。3512 x と
21
20 x の値がともに自然数となる最も小さい xの値を求めなさい。

Ａ　面
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⑹ 　二つの箱A、Bがある。箱Aには奇数の書いてある 3枚のカード 1 、 3 、 5 が入っており、

箱 Bには偶数の書いてある 3枚のカード 4 、 6 、 8 が入っている。A、Bそれぞれの箱から

同時にカードを 1枚ずつ取り出し、箱Aの中に残っている 2枚のカードに書いてある数の和を a、

箱 Bの中に残っている 2枚のカードに書いてある数の和を b、箱Aから取り出したカードに書いて

ある数と箱Bから取り出したカードに書いてある数との和を cとする。このとき、a＜ c＜ bである

確率はいくらですか。A、Bそれぞれの箱において、どのカードが取り出されることも同様に確か

らしいものとして答えなさい。

⑺ 　aを十の位の数が 0でない 3けたの自然数とし、bを aの百の位の数と十の位の数とを入れかえて

できる 3けたの自然数とする。ただし、bの一の位の数は aの一の位の数と同じとする。次の二つの

条件を同時に満たす aの値をすべて求めなさい。

　・ a－ b
2 の値は自然数である。

　・aの百の位の数と十の位の数と一の位の数との和は 20 である。

⑻ 　a、bを正の定数とする。右の図において、mは

関数 y＝ ax2 のグラフを表し、nは関数 y＝ bx
のグラフを表す。Aは n上の点であり、その

x 座標は 1である。Bはm上の点であり、その

x 座標は－ 3である。ℓは、2点 A、B を通る

直線である。Cは、Bを通り y軸に平行な直線と

x軸との交点である。Dは、Aを通り y軸に平行

な直線と直線 BOとの交点である。Cと Dとを

結ぶ。ℓの傾きは－ 12 であり、四角形ABCDの

面積は 17 cm2 である。a、bの値をそれぞれ求め

なさい。答えを求める過程がわかるように、途中

の式を含めた求め方も説明すること。ただし、

原点Oから点（ 1 ，0）までの距離、原点Oから

点（ 0 ，1）までの距離はそれぞれ 1 cm である

とする。
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2  　図Ⅰ、図Ⅱにおいて、△ABCは∠BAC＝ 90 °の直角三角形であり、BC＝ 4 cm、AB＜ACである。
点Oは、3点A、B、Cを通る円の中心である。このとき、Oは辺BCの中点である。△OADはOA＝OD

の二等辺三角形であり、Dは円Oの周上にあって直線BCについてAと反対側にある。半周より短い弧

⌒AB 、⌒BD について、⌒AB ＝ 2⌒BD である。Eは、辺ADと線分BOとの交点である。BとDとを結ぶ。
　円周率をπとして、次の問いに答えなさい。

⑴ 　図Ⅰにおいて、

　① 　中心角の大きさが 180°より小さいおうぎ形ODC

について、中心角∠DOC の大きさを a°とする

とき、おうぎ形 ODC の面積を a を用いて表し

なさい。

　②　△BDO ∽ △AECであることを証明しなさい。

⑵ 　図Ⅱにおいて、BE＝ 1 cmである。Fは、直線DO

と辺ACとの交点である。Bと Fとを結ぶ。

　①　辺ABの長さを求めなさい。

　②　線分BFの長さを求めなさい。
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3  　図Ⅰ、図Ⅱにおいて、立体ABCD－EFGHは四角柱である。四角形ABCDはAD // BCの台形であり、
∠ADC＝∠DCB＝ 90 °である。AD＝ 2 cm、DC＝BC＝ 4 cmである。四角形EFGH ≡ 四角形ABCD

である。四角形HGCD、GFBCは 1辺の長さが 4 cmの正方形であり、四角形HEAD、EFBAは長方形

である。

　次の問いに答えなさい。

⑴ 　図Ⅰにおいて、EとC、FとCとをそれぞれ

結ぶ。Iは、線分EC上の点である。Jは、Iを

通り辺EFに平行な直線と線分FCとの交点

である。Kは、Jを通り辺FBに平行な直線と

辺BCとの交点である。

　① 　△BCF を直線 FC を軸として 1回転

させてできる立体の体積は何 cm3 ですか。

円周率をπとして答えなさい。

　②　線分ECの長さを求めなさい。

　③　EI ＝ JKであるときの線分EI の長さを求めなさい。

⑵ 　図Ⅱにおいて、L、Mはそれぞれ辺HG、

DC上の点であり、HL＝MC＝ 1 cmである。

LとMとを結ぶ。Nは、Lを通り辺FGに平行

な直線と辺EFとの交点である。Oは、Mを

通り辺BCに平行な直線と辺ABとの交点で

ある。このとき、NL // OMである。NとO

とを結ぶ。

　①　線分OMの長さを求めなさい。

　② 　立体 OBCM － NFGL の体積を求め

なさい。
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数 学 解 答 用 紙〔Ｃ問題〕
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△BDOと△AECにおいて
　同じ弧に対する円周角は等しいから
　　∠DBO ＝ ∠EAC………………………………… ㋐
　AB ＝ 2BD だから　∠AOB ＝ 2∠BOD
　よって　∠BOD ＝ 　∠AOB………… ㋑　　　　　
　一つの弧に対する円周角の大きさは、その弧に対する
　中心角の大きさの半分だから
　　∠ACE ＝ 　∠AOB………………… ㋒　　　　　
　㋑、㋒より　∠BOD ＝ ∠ACE…………………… ㋓
㋐、㋓より、2組の角がそれぞれ等しいから
　　　　△BDO ∽ △AEC

Aは n上の点だから　A（ 1 ， b ）

Bはm上の点だから　B（ －3 ， 9a ）

ℓの傾きは－　 だから　　　　  ＝ －　 …………㋐

BC ＝ 9a（cm）

直線BOの式は y ＝ －3ax であり、Dは直線BO上
の点だから　D（ 1 ， －3a ）

よって　AD ＝ 3a＋b（cm）

四角形ABCDの面積は 17 cm2 だから

　　×（ 12a＋b ）×4 ＝ 17 …………………………㋑

㋐、㋑を連立させて解くと

　a ＝ 　、b ＝ 

・部分点を与える。
・（＊）において、「こ
　のa、bの値は問題
　に適している。」と
　いう記述を省略して
　いる。この記述がな
　くても減点の対象と
　はしない。

（＊）

2
1

2
1

x＝ 7　、　x＝11

5－ 63

2
1

2
1

2
1

2
1

4
b－9a

2
5

π3
32 2

6

⌒ ⌒


	11osakaC1
	11osakaC2



